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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Predictors of short-term repetition of self-harm among patients admitted to an 
     emergency room following self-harm: A retrospective one-year cohort study 
     （救急外来を受診した自傷患者の短期間での自傷再企図に関連する因子－1年 
      間の後方視コホート研究－） 
 
 
 本研究では救急外来を受診した自傷患者405例について解析し、独居患者と精神科コン
サルト後に救急外来から帰宅となった患者は1か月および6か月以内の再企図リスクが高
いこと、自傷歴と身体疾患の併存は1か月以内の再企図発生と関連し、生活保護の受給と
受診前1年以内の精神科入院歴は6か月以内の再企図発生と関連が認められたことが示さ
れた。 
 審査では、まず再企図症例について自傷手段は2回目以降で変わっていくのかを問わ
れ、本研究では検討できていないが、別研究や先行研究では自殺企図手段は変化し、最
終的に致死的となることが示されていることが回答された。次に、経済状況や社会情勢
と自殺企図との関連について問われ、今後の研究で検討する必要があることが回答され
た。また、再企図症例について、自殺企図の理由も変化するのか、また遺書の有無で自
殺企図者の傾向が異なるかを問われ、今後検討の必要があることが回答された。本研究
の結果からは救急外来を受診した自傷患者のケースマネジメントや問題解決のコーディ
ネートの必要性が示唆されることを指摘され、実際に身体損傷のために入院となった自
傷・自殺企図患者に対する継続的なケースマネジメントは平成28年度より診療報酬化さ
れていることが回答された。さらに、身体損傷の重篤度や入院時の意識混濁が評価項目
の聴取に影響を与えた可能性を問われ、リスク因子の評価時期については病院滞在中と
定義しており、複数時点での多方面からの情報収集と身体的な回復後の診療記録をもと
に評価項目を記録しているため、それらの影響を排除できるよう考慮して調査されたこ
とが回答された。 
 本研究を基にした今後の研究に向けての改善点として、サンプルサイズを大きくした
上で、自傷手段や身体損傷の重篤度別での検証を行うこと、死亡例を除外しない解析を
行うこと、年齢別だけなくライフステージ別に層別化した解析を行うこと、救急医のい
ない病院での自傷患者診療についての実態調査を行うことについて提言を受けた。今後
は提言されたテーマについての研究計画を立てること、それに関連し、救急外来での医
療者のリスクアセスメントに影響を与える因子についての検討を現在行っていること、
本研究で評価項目に含めることができなかった項目を含めた、自傷患者の緊急度判定に
関する多施設前向き研究を計画中であることが回答された。 
 以上、本研究には複数の限界点があり、今後もさらに検討すべき課題が残されている
ものの、救急医療における1か月以内での超短期間での再自傷リスクを検証した初めての
研究であり、救急外来を受診する自傷患者に対する継続的なリスク評価と十分なフォ
ローアップ計画の必要性を示唆した、社会的にも臨床的にも有意義な研究であると評価
された。  
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